












たい、その一心で役に挑みました」
　撮影前、岡山県で暮らす中原さん一家
に会う機会を得た。

「その時は、闘病生活や結婚式の様子な
ど、尚志さんが撮り続けた麻衣さんのビ
デオを一緒に拝見させていただきました。
あと麻衣さんと一緒にハンバーグを作った
り、お子さんと遊ばせてもらったりしまし
た。いろいろ話を聞くよりも、一緒に過ご
したこの時間が麻衣さんを知るうえで大き
かったと思います。ただ一つ、麻衣さん
に“この作品で何を伝えたいですか”と尋
ねたところ“愛情”を伝えたい、とおっしゃ
っていたのが印象的でした。“私はこれほ
どの愛情をもって支えてくれた人がいたか
ら頑張れた、だから愛情を大事にしてほし
い”と。麻衣さんにお会いして感じたこと
は、生きていることは素晴らしい、という
こと。もちろんこれまでもそう思っていま
したが、生きていることそのものが奇跡な
んだなと強く感じたんです」
　中原さん一家への思いを熱く語る。

「麻衣さんと尚志さんって、すごく穏やか
で笑顔が素敵なんです。お会いして、麻
衣さんたちのために、自分を通してこの物
語を多くの人に伝えたいと改めて思い、そ
の一心で演じました。麻衣さんご一家に
会えたことが演じるうえで一番の支えにな
りました」

ともに挑戦する仲間がいる幸せ
　しかし麻衣の過酷な運命を演じるのは
並大抵のことではなかったはず。

「確かにお芝居とはいえ、闘病中の場面の
撮影は私自身とてもつらいものがありまし
た。麻衣さんは意識が回復した後にリハ
ビリ生活に入るんですが、当時、麻衣さ
ん自身はリハビリをするぞ、がんばるぞと
いう意識がなく、そのころの記憶も無いん
だそうです。そういう状態の麻衣さんを演
じるのは、どこに心を向ければいいのかと
いうことも難しかったですね。でも麻衣さ
んが命をつかむために実際に歩んだ過程
を私もたどろうと必死でした。麻衣さんの
想像を絶するような体験をたどり、生きて
いることが奇跡なんだ、と心から思い、同
時に自分はどう生きていきたいのか、そん
なことも考えるようになりました」
　昏睡から回復し始めるまでの時期は特
殊メイクで演じなければならなかった。

「闘病シーンは麻衣さんからその時期の
DVDをお借りして拝見しましたが、本当
に壮絶なものだったんだと改めて感じまし
た。私も4時間かけて特殊メイクをしても
らったんですが、メイクに加え鼻や口にも
管を装着するので息は苦しく、ずっと足を
上げているので貧血気味になったりもしま
した。でも本当の病院で撮影させていた
だいていたので、本物のお医者様が何か

土屋太鳳“奇跡”と出会う！
　恋人の尚志との結婚式を前に300万人
に一人という病を突然発症し、昏睡状態
に陥ってしまう麻衣。やがて意識は回復

するものの、長いリハビリ生活、そして
2人にとってのさらなる試練が待ってい
た…。
　岡山県に暮らす中原尚志さん、麻
衣さん夫婦の実話を記したノンフィ
クション『8年越しの花嫁　キミの
目が覚めたなら』を映画化した本
作。土屋太鳳が挑むのは、想像を

絶する体験を経て奇跡の愛を実現
させた中原麻衣さんをモデルにした
主人公・麻衣。実在の女性を演じ
ることの難しさとどう向き合ったの
か。
「実在の人物をモデルにしている

といっても歴史上の人物を描いた
作品の場合とはまた違って、本
作のモデルとなった麻衣さんは
私と同じこの時代を生きている
方です。だから私が演じること
によって麻衣さんはもちろん、
ご家族や周りの方々へも影響

があることを考えないといけないと
思いました。今回は、同時代に生きる方
をモデルに演じることの責任の大きさを強
く感じましたね。でも、自分が麻衣さんと
尚志さんへの思いを一番大切にして演じ
れば、実際に麻衣さんたちを知らない人
にも麻衣さんの素敵なところや麻衣さん
が伝えたい思いを知ってもらえるかもしれ
ない。自分を通して麻衣さんのことを伝え

“8年越しの結婚式”を挙げた岡山県のあるカップルの挙式映像がYouTubeで投稿されるや、8年越しとなった
理由に秘められた驚きのエピソードは瞬く間に拡散され、多くのメディアで紹介。日本中の感動を呼んだ。そん
な奇跡の実話を、『64―ロクヨン―前編/後編』の瀬々敬久監督がメガホンをとり、佐藤健、土屋太鳳という豪華
キャストで映画化。恋する女子高生からアクション満載の役どころまで幅広い役をこなす土屋太鳳が、心からの
愛情を持って本作を語る！

土屋太鳳
『8年越しの花嫁 奇跡の実話』

Special Interview

『8年越しの花嫁 奇跡の実話』
監督：瀬々敬久　出演：佐藤健、土屋太鳳、北村一輝、浜野謙太他／
1時間59分／松竹配給／12月16日より全国公開　http://8nengoshi.
jp/　©2017 映画「８年越しの花嫁」製作委員会



い方なんです（笑）。最初にお会いしたと
きに一緒に写真を撮らせてもらったんです
が、次にお会いした時に“初めてこういう
の作ったから上手じゃないけど、どうして
も渡したくて”と、これをプレゼントしてく
ださったんです。これをずっとお守りにし
ていました。最後の撮影の日も麻衣さん
たちが現場に来てくれて、終わった後に
一緒に撮った写真も大切にしています。
撮影を終えた今も写真を見るたびに、責
任の大きな役だったけど、麻衣さんたち
のような人と出会えたことを心から幸せに
思います」
　尚志が撮り続けた映像が、2人にもたら
す最高の奇跡とは…。

あれば対応できるよう見守ってくださって
いたんです。協力してくださった方やスタ
ッフの皆さん、本当に多くの方に支えて
いただいたので、大変だった場面の撮影
を振り返っても私自身がつらかった思いよ
り皆さんに助けていただいたことが思い
浮かぶんです」
　何より根底にあったのは麻衣さんへの
思いだった。　
「撮影に入る前、原作や台本を読み監督
や麻衣さんとお話ししたときから、この作
品は感動するだけの映画ではないと思っ
ていました。麻衣さんたちの壮絶な戦い
は、私たちには到底実感できないことで
す。それだけに、役作りはどうやったと
か、そんなこと話すこともおこがましいよ
うに思えるんです。そのうえで作品とどう
向き合うかを考えたとき、やはり麻衣さん
たちのことを一番大事にしたいと思いまし
た。麻衣さんたちの物語を多くの人に伝
えたい。その思いを支えに闘病生活のシ
ーンも乗り越えることができたんです」
　実際の麻衣さんと会ったことで、芝居
へのアプローチを変えた部分もあるとい
う。
「麻衣さんは、とても器の大きい方なんで
す。すごくかわいらしくて女子力があるの
に、豪快さもあって。よく笑うしツッコむ
し（笑）。何より、相手のことを思いやる
ことが自然にできる方なんです。お会い
した後もメールのやりとりをさせていただ
いたんですが、メッセージの文面からも
私を気遣ってくださっているのがすごく伝
わってくるんです。そんな麻衣さんの人
柄も伝えられたらと思い、麻衣さんとお
会いした後に、お芝居を少し変えてみた
いと相談したら監督も尚志さん役の佐藤
健さんも同じように思ってくださってい
て。一緒に同じ思いで芝居を作ってくだ
さいました」
　尚志を演じた佐藤健の存在も大きな支
えとなったようだ。
「17歳の時に共演させていただいてから
ずっと“健先輩”と呼ばせていただいてい
るんですが（笑）、今回は台本を読んだ時
点で思うことがあると健先輩に“この場面
はこう演じてみたらどうかと思うんです
が”とよく相談させていただきました。私
のような後輩にもまったく同じ目線で芝居
のことを一緒に考えてくださって、練習に
も付き合ってくださって、すごく支えて
いただいたと思っています。健先輩の

持つ作品への愛情、尚志さんや麻衣さん
への愛情を強く感じました」
　温かな人間ドラマに定評のある瀬々敬
久監督。
「現場では、監督は照れ屋さんなんだなと
思うことが多かったんです（笑）。そんな
監督ご自身のお人柄が、映像になったと
きに、より深く優しさや温かさを感じる作
品にしているのかなと思いました。瀬々監
督の作品らしい優しさに満ちた、命と向き
合う作品になったと思います」

現地ロケではラン出勤！？
　岡山や小豆島でのロケ風景も作品に温
かさをまとわせている。
「岡山ロケでは、ホテルではなくアパート
に宿泊させてもらっていて、それが駅まで
4キロほど離れているんですが、毎日のよ
うに往復8キロをランニングで通ったりし
ていました。路面電車とすれ違うのが楽
しみでしたね。アーケードや商店街とか、
撮影した場所もランニングのルートだった
んですけど、住んでいるみたいに街の空
気感を感じることができて、楽しかったで
す。地方ロケってけっこう好きなんです。
地方のほうが好きかも（笑）。東京にいる
と一つの仕事が終わると次のお仕事に行
かないといけないことが多いですけど、
地方ロケの間は一つの作品に集中できる
のがいいですね」
　土屋が今も大切にしているものを見
せてくれた。かわいらしくデコレートさ
れたフォトフレームに入った、土屋と
中原さん一家との写真。
「このフレームは麻衣さんが作ってく
ださったんです。こういうかわいらし

「麻衣さんと尚志さんに起きたことはまさ
に奇跡ですが、ご本人たちは本当にごく
普通の温かいご夫婦なんです。というこ
とは、誰の心の中にも2人のような奇跡を
起こすほどの愛情があるんじゃないかな、
と思うんです。実際の映像が麻衣さん、
そして多くの人に感動を与えたように、こ
の映画を通して2人の物語がより多くの
人に伝わったらいいなと思っています。私
自身は、自分の作品は客観的に見ること
がなかなかできないので、ドキドキしっぱ
なしなんですが（笑）」
　いつか結婚するときは和装とドレス、
両方着たい、と照れながら語る土屋。奇
跡を起こした花嫁姿で、日本中に感動の
ブーケを贈ってくれる。















  先日、神戸から始まった EXILE THE SECOND LIVE TOUR 
2017-2018『ROUTE6・6』は、初日が始まるまで本当にドキ
ドキしましたが、なんとか無事にツアーがスタートし、神戸公
演と長野公演を無事、成功する事ができました。しかし何度ツ
アーをやってきても初日の緊張感って特別なワクワクがありま
すね。今までスタジオで、映像はこんな世界観でとか、衣装
はこーだとか、演出はこのタイミングのほうがいいとか、この
照明は何色だとか、立ち位置はこっちのほうが見えやすいとか、
歌や DANCE だけではなく、各セクションのプロのスタッフさ
んたちと、話し合いながら一つ一つ丁寧に創り上げてきたもの
を生み出して、初めて皆様の前に披露するこの緊張感は毎回、
初日が MAX ですね（笑）。でも今年もたくさんの笑顔と出会
えることができて、これから日本全国を端から端までお騒がせ
する旅をしたいと思っております。

　今回のツアーは『ROUTE6・6』というタイトルの通り、EX
ILE THE SECOND 6 人の在り方やグループの存在意義、メ
ンバーの想い、男としてそれぞれのこれからの生き様などを、
エンターテインメントとしてステージで表現できればと思い、
作らせていただきました。

　全体的な音楽は SHOKICHI が軸となりNESMITH やバンド
メンバーがあの手この手で流れを作り、最高にファンキーで意
味深いセットリストになりましたし、そこに演出やそれぞれの
ROUTEをみんなで付け加えて、EXILE THE SECONDらしく、
それでいて EXILEらしいステージを作る事ができました！

　そして、僕が表現したい ROUTE ってなんだろうと考えた
時に、今までもこれからも自分が携わっている全ての活動の
中心にあるのはやはりDANCE なんだと改めて感じました。
DANCE を始めて、EXILE になり、先輩である ÜSA さんと
DANCE で EARTHをHAPPY にするためにはどうするべきか
を考えて、舞台で Shizuka ちゃんに出会い、DANCE EARTH 
PARTYとは本当に幸せで、ステージで踊る機会も増えますし、
そのグループや曲にあった表現の仕方を模索できて、自分の
DANCE の表現の幅が広がっている事を感じます。

　先月行われたDANCE EARTH FESTIVAL 2017 にも今回、
EXILE THE SECONDは欠かせなかったですし、今回のセカ
ンドのツアーにもDANCE EARTH PARTY は、自分の表現と
して欠かせない存在だと思い、EXILE THE SECONDメンバ
ーにもDANCE EARTH PARTY メンバーにも相談させてもら
ったところ、快く受け入れて帯同してくれることが決まりました。

　僕の『ROUTE DANCE』は、DANCE EARTH PARTY は
もちろんですが、LIVE 一曲目から最後の曲までもちろん DA 
NCEしていますし（笑）、他のメンバーの ROUTEともクロス
オーバーしてお届けしております。これ以上言い過ぎてしまう
とネタバレになってしまうのでこの辺で（笑）。DEEP や Leola
ちゃんも帯同する、本当に豪華なツアーになっておりますので、
どうか自分の踊り様、そしてみんなの ROUTEを感じて見に来
ていただけたらうれしいです！

　そして 2017 年も残すところ２カ月ですね！4 月に入学した
早稲田大学院の勉強も大詰めです！　スポーツ科学研究科で
のスポーツビジネスの勉強がこれからの DANCEを考える上
で、とても重要となる素敵な経験になっております。2020 年
には東京でオリンピック・パラリンピックを迎える前にスポー
ツ競技の仕組みや、考え方、それを盛り上げるためにはどうす
れば良いかなど、多角的に勉強できていますし、スポーツ界と
エンターテインメント界のクロスオーバーにはまだまだ可能性
があるとも感じます。僕の人生の中で勉強がこんなにも楽しい
と感じるタイミングが来るなんて本当に信じられません（笑）
そんなこともあるんですね。

　僕がこの一年でやりたい研究のテーマは、中学校の保健体
育でのダンス必修化における現代的リズムのダンスの研究で
すが、それが未来への第一歩となり、E.P.I の活動テーマの一
つであるDANCE の可能性を広げていくきっかけになればい
いなと思いながら、小さな一歩ですが、いつか大きな一歩にな
れるように、最後まで頑張っていきたいと思いますのでどうか
温かい応援をよろしくお願いいたします。

（TOKYO HEADLINE vol.701　2017.11.13 発行号より）

19 歳よりダンスを始め、EXILE PROFESSIONAL GYM にてインストラクターを務める。
2007 年に、二代目 J Soul Brothers のメンバーに抜擢され、2009年2月25日に、アルバム

『J Soul Brothers』でメジャーデビューを果たす。そして、同年 3月1日に EXILE 新メンバー
として加入し、2011年には、THE SECOND from EXILE としても活動を始める。また、個
人活動として 2011年に月刊 EXILE にて、自身が所長を務める『EXILE パフォーマンス研究
所』の連載を開始する。 2013 年、眠り of the year 2013「ベストネムリスト」の受賞を果
たす。2014 年４月、淑徳大学人文学部表現学科の客員教授に就任する。そして、2015年４
月に EXILE ÜSA が活動を行っている DANCE EARTH PARTY の正式メンバーに選ばれる。
そのほか、役者としてドラマや舞台に出演するなど、さまざまな活動を展開し、エンターテイ
メントの可能性を広げている。

第64回

EXILE TETSUYA

『6人のROUTE』
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